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2）退院支援・調整システムの構築について，関連
部署と検討する．
3）診療報酬への理解を深め，実践した看護・指導
を診療報酬に反映させる．
Ⅳ．実践経過
目標1）に対して
　退院支援・調整システムの見直しの実施
目標2）・3）に対して　
　医療社会事業部・医事課との話し合いの実施
　退院指導書・パンフレットの収集と検討
Ⅴ．結果と考察
1．スクリーニングシートの改定と3日以内のチェッ
クの実施で，退院支援・調整を必要としている患者
の早期介入ができた（図1）．
2．医療社会事業部との話し合いで，MSWの活動状況
を把握することが出来た．連携・協働の強化につい
て共通認識を持ち実践中である．
3．医療社会事業部の部長・課長との話し合いでは，
病院組織としての退院支援・調整システムの必要性
を説明し，共通の理解がもてた．
4．医事課との連携により，診療報酬についての勉
強会の開催が実現できた．退院支援・調整に関連し
た看護・指導を診療報酬に反映させることができ，
看護の可視化に繋げることができるようになってき
た（図2）．
5．退院時の指導を標準化するために，各病棟で使
用しているパンフレットを収集したが，内容の検討
には至らなかった．
Ⅵ．おわりに
　平成23年度から看護師長プロジェクトでは，退院
支援・調整システムの強化と組織化の必要性につい
て提言し，取り組んできた．平成25年度には退院支
援・調整部門が創設される予定で検討中である．
図1　新入院患者のスクリーニングシート3ヶ月間の提出
割合（H24．6月～8月）
　図2　退院支援の実績（H24．4月～11月）
